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『
貌
菅
政
治
社
会
史
研
究
』回
辰
彦
本
書
は
、
貌
晋
時
代
の
研
究
者
で
あ
る
福
原
啓
郎
氏
に
よ
る
、
初
の
専
門
書
で
あ
る
。
福
原
氏
(
以
下
、
著
者
と
称
す
)
は
す
で
に
貌
晋
時
代
の
概
説
書
『
西
膏
の
武
帝
司
馬
炎
』
(
白
帝
社
、
一
九
九
五
、
以
下
前
著
と
称
す
)
を
上
梓
し
て
い
る
。
こ
れ
は
表
題
の
司
馬
炎
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
貌
晋
時
代
を
著
者
の
視
点
か
ら
概
観
し
た
好
著
で
あ
る
。
た
だ
、
著
者
の
創
見
が
随
所
に
確
認
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
根
拠
と
な
る
成
果
の
総
体
が
表
面
に
出
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
著
者
に
よ
る
専
著
が
長
ら
く
望
ま
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
本
書
を
書
評
す
る
次
第
で
あ
る
。
最
初
に
本
書
の
構
成
を
提
示
し
、
要
約
を
紹
介
す
る
。
次
に
、
著
者
自
身
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
、
前
著
と
の
繋
が
り
・
関
心
の
推
移
本
書
未
収
録
論
文
と
共
通
す
る
研
究
ス
タ
ン
ス
の
計
三
点
に
着
目
し
て
述
べ
る
。
最
後
に
、
本
書
に
関
す
る
若
干
の
疑
問
を
挙
げ
る
。
本
書
の
構
成
お
よ
び
内
容
要
約
ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
す
べ
く
、
目
次
を
以
下
に
掲
げ
る
。
序
論
第
一
部
政
治
史
篇
第
一
章
貌
耳
目
時
代
に
お
け
る
肉
刑
復
活
を
め
ぐ
る
議
論
の
背
景
|
|
廷
議
に
お
け
る
賛
成
派
と
反
対
派
の
論
拠
の
分
析
を
中
、
い
に
ー
ー
ー
第
二
章
曹
貌
の
明
帝
|
|
者
擁
の
皇
帝
の
実
像
!
|
第
三
章
西
菅
に
お
け
る
因
子
学
の
創
立
に
関
す
る
考
察
第
四
章
菅
砕
羅
碑
に
関
す
る
考
察
第
五
章
八
王
の
乱
の
本
質
第
六
章
西
菅
代
宗
室
諸
王
の
特
質
|
|
八
王
の
乱
を
手
掛
り
と
し
て
1
|
第
二
部
社
会
史
篇
第
七
章
買
諮
の
二
十
四
友
を
め
ぐ
る
ニ
コ
一
の
問
題
第
八
章
西
菅
の
貴
族
社
会
の
気
風
に
関
す
る
若
干
の
考
察
|
|
『
世
説
新
語
』
の
倹
沓
篇
と
汰
修
篇
の
検
討
を
通
し
て
第
九
章
『
銭
神
論
』
の
世
界
第
十
章
『
釈
時
論
』
の
世
界
第
十
一
章
西
菅
の
墓
誌
の
意
義
結…器開
あ
と
が
き
目
参
考
文
献
一
覧
・
人
名
索
引
・
中
文
摘
要
・
中
文
目
録
全
体
の
主
た
る
構
成
は
、
序
論
本
論
全
十
一
章
・
結
語
で
あ
る
。
本
論
は
さ
ら
に
第
一
都
政
治
史
篇
・
第
二
部
社
会
史
矯
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
構
成
に
つ
い
て
い
ま
少
し
紹
介
し
た
い
。
本
書
は
、
著
者
が
研
究
を
始
め
て
以
来
学
界
に
問
う
て
き
た
論
考
を
厳
選
し
た
論
文
集
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
。
一
方
で
、
一
般
的
な
論
文
集
と
は
異
な
り
、
現
時
点
で
の
著
者
の
史
観
が
総
論
と
し
て
「
結
畳
間
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
本
書
の
〈
序
論
|
各
論
l
総
論
〉
と
い
う
構
成
は
、
前
著
の
〈
プ
ロ
ロ
ー
グ
本
章
|
エ
ピ
ロ
ー
グ
〉
と
い
う
構
成
と
も
類
似
す
る
。
専
門
書
と
概
説
書
と
が
か
か
る
相
似
形
を
な
し
て
い
る
点
に
、
著
者
の
著
述
方
針
が
端
無
く
も
表
れ
て
い
る
と
考
え
、
あ
え
て
こ
こ
に
特
記
し
た
。
そ
れ
で
は
、
前
掲
の
目
次
順
に
従
っ
て
内
容
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
論
考
を
読
み
進
め
る
際
に
留
意
さ
れ
た
い
点
に
つ
い
て
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
く
。
序
論
で
は
、
最
初
に
本
書
の
研
究
対
象
で
あ
る
「
貌
菅
」
時
代
の
7
範
囲
を
提
示
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
「
貌
耳
目
」
に
立
ち
現
れ
る
「
貴
族
」
7
書
評
の
定
義
を
簡
潔
に
説
明
し
、
日
本
に
お
け
る
貴
族
制
・
貴
族
制
社
会
研
究
史
を
概
観
す
る
。
そ
の
後
、
「
貌
E
日
」
時
代
を
「
復
元
」
す
る
際
に
必
要
な
各
種
史
料
(
正
史
な
ど
の
「
文
献
史
料
」
、
金
石
(
石
刻
)
な
ど
の
「
同
時
代
史
料
」
)
の
特
徴
を
点
描
す
る
と
と
も
に
、
数
例
を
挙
げ
て
史
料
の
批
判
的
読
解
に
喚
起
を
促
す
。
最
後
に
、
論
考
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
を
中
心
に
、
各
章
の
要
点
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
著
者
は
、
本
論
を
読
み
進
め
る
上
で
読
者
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
前
提
に
つ
い
て
、
概
括
的
に
解
説
し
て
い
る
。
「
序
論
」
の
中
で
も
、
本
書
の
性
格
を
端
的
に
一
不
す
も
の
と
し
て
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
最
後
の
「
各
章
の
要
旨
と
契
機
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
要
旨
に
加
え
て
テ
!
?
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
を
も
開
示
し
て
い
る
。
こ
の
節
を
読
む
と
、
事
象
に
対
す
る
著
者
の
率
直
な
疑
問
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
著
者
が
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
課
題
は
あ
く
ま
で
自
得
し
た
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
貌
晋
研
究
の
学
説
整
理
と
い
う
形
で
は
な
く
、
い
わ
ば
研
究
の
態
度
表
明
と
し
て
、
序
論
が
構
成
さ
れ
る
所
以
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
論
の
要
約
に
は
、
煩
を
厭
わ
ず
執
筆
契
機
を
盛
り
込
む
こ
と
に
す
る
。
「
第
一
部
政
治
史
皆
川
」
の
第
一
章
で
は
、
肉
刑
(
「
人
間
の
身
体
の
あ
る
部
分
を
傷
つ
け
る
か
、
あ
る
い
は
除
く
刑
罰
〔
一
五
頁
〕
」
復
活
の
是
非
を
め
ぐ
り
、
後
漢
末
か
ら
束
晋
に
か
け
て
問
歌
的
に
生
8
 
7
起
し
た
、
朝
廷
で
の
議
論
を
分
析
し
て
い
る
。
考
察
の
契
機
は
、
当
代
を
代
表
す
る
知
識
人
が
な
ぜ
肉
刑
復
活
と
い
う
「
時
代
錯
誤
」
的
議
論
を
主
張
し
た
の
か
、
ま
た
、
と
り
わ
け
議
論
の
白
熱
し
た
曹
貌
時
代
に
、
君
主
側
が
復
活
に
意
欲
を
有
し
て
い
た
の
に
な
ぜ
実
現
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
二
点
の
疑
問
に
あ
る
。
著
者
は
議
論
の
経
緯
を
概
観
し
た
あ
と
、
肉
刑
復
活
賛
成
派
・
反
対
派
の
各
論
拠
を
考
察
し
、
権
威
確
立
を
目
指
す
官
僚
的
清
流
派
が
肉
刑
賛
成
の
、
輿
論
支
持
を
目
指
す
代
議
士
的
清
流
派
が
肉
刑
反
対
の
論
陣
を
各
々
張
り
、
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
、
後
者
の
主
張
す
る
「
肉
刑
は
残
虐
だ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
、
前
者
は
沈
黙
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
が
肉
刑
を
復
活
し
き
れ
な
か
っ
た
要
因
だ
と
結
論
づ
け
る
。
以
降
の
政
治
史
篇
で
は
、
考
察
の
対
象
と
す
る
時
代
の
順
(
曹
鋭
か
ら
西
晋
)
に
お
お
む
ね
配
列
さ
れ
て
い
る
。
該
篇
の
最
初
に
あ
た
る
本
章
で
は
、
〈
輿
論
〉
と
〈
権
威
〉
と
が
公
権
力
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
図
式
化
さ
れ
る
。
こ
の
図
式
は
、
続
く
政
治
史
皆
川
所
収
の
各
論
に
も
通
底
す
る
。
該
篇
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
第
一
章
で
事
前
に
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
二
章
は
、
「
者
廊
を
断
行
し
た
独
裁
君
主
」
と
い
う
、
正
史
に
描
か
れ
た
曹
貌
の
明
帝
像
に
再
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
考
は
、
な
ぜ
諜
奏
が
あ
い
つ
ぐ
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
帝
は
宮
殿
の
造
営
を
強
行
し
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
端
を
発
し
て
い
る
。
ま
ず
歯
周
貌
の
明
帝
の
生
い
立
ち
と
治
世
を
通
観
し
た
あ
と
、
明
帝
の
「
者
腕
」
を
印
象
づ
け
る
宮
殿
造
営
事
業
に
対
す
る
諌
言
の
論
拠
を
分
析
す
る
。
そ
の
結
果
、
明
帝
と
諌
言
者
と
の
立
場
の
差
異
は
、
権
威
と
輿
論
と
い
ず
れ
を
優
先
す
る
か
に
帰
着
す
る
点
に
お
い
て
、
肉
刑
復
活
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
と
本
質
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
明
帝
は
、
武
帝
国
文
帝
(
こ
と
に
武
帝
)
の
事
業
を
継
承
し
、
制
度
を
創
設
し
て
権
威
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
曹
貌
王
朝
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
営
為
の
表
わ
れ
が
内
政
重
視
と
い
う
方
針
や
律
令
・
新
暦
の
制
定
、
そ
し
て
宮
殿
造
営
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
明
帝
が
志
向
し
た
〈
権
威
の
確
立
〉
と
は
、
あ
く
ま
で
帝
室
首
氏
の
維
持
と
い
う
私
的
な
傾
斜
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
第
三
章
で
は
、
同
じ
中
央
官
学
u
太
学
が
あ
る
の
に
な
ぜ
因
子
学
を
創
立
し
た
の
か
、
ま
た
な
ぜ
西
耳
目
王
朝
が
因
子
学
を
設
立
し
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
か
ら
、
因
子
学
の
創
立
年
代
の
問
題
、
お
よ
び
創
立
の
理
由
・
背
景
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。
検
討
に
先
立
ち
、
ま
ず
国
子
学
の
名
称
人
的
構
成
・
造
営
地
点
な
ど
の
情
報
を
整
理
す
る
。
次
に
、
創
立
年
時
の
問
題
を
扱
い
、
武
帝
の
成
寧
二
年
(
二
七
六
)
の
詔
勅
、
同
四
年
(
二
七
人
)
の
施
行
、
恵
帝
の
元
康
三
年
(
二
九
一
二
)
完
成
と
す
る
。
こ
う
し
て
基
礎
的
情
報
を
確
認
し
た
あ
と
、
因
子
学
創
立
の
理
由
・
背
景
に
踏
み
込
む
。
背
景
に
は
、
当
時
の
太
学
が
抱
え
て
い
た
、
受
業
生
お
よ
ぴ
講
師
(
博
士
)
の
質
的
低
下
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
そ
の
根
本
的
な
改
革
と
し
て
因
子
学
を
創
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
曹
貌
の
「
苛
酷
」
な
政
治
の
対
極
と
し
て
西
晋
の
武
帝
は
「
寛
裕
」
を
前
面
に
出
す
施
策
を
進
め
、
文
教
・
教
化
の
分
野
か
ら
、
公
権
力
と
し
て
の
国
家
の
権
威
・
威
信
を
高
め
、
い
わ
ば
礼
教
立
国
を
め
ざ
し
た
と
結
論
づ
け
る
。
第
四
章
は
、
巨
大
な
碑
が
な
ぜ
僻
羅
に
立
て
ら
れ
た
の
か
、
「
耳
目
砕
羅
碑
」
の
立
碑
の
意
味
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
前
半
で
は
、
砕
港
問
問
の
出
土
経
緯
や
碑
・
刻
文
に
関
す
る
基
本
的
な
デ
ー
タ
を
概
説
す
る
。
そ
の
あ
と
、
碑
陽
・
碑
陰
の
刻
文
を
分
析
し
、
後
漢
の
顕
彰
碑
と
対
比
し
て
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
砕
羅
碑
は
形
式
的
に
は
後
漢
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
碑
陰
題
名
に
み
え
る
列
数
人
数
の
規
模
は
「
国
家
(
全
国
)
レ
ベ
ル
」
で
あ
り
、
か
っ
立
碑
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
な
か
で
立
て
ら
れ
た
例
外
で
あ
る
。
か
か
る
特
徴
を
有
す
る
巨
大
碑
が
立
て
ら
れ
た
背
景
は
、
礼
教
・
文
教
重
視
政
策
に
よ
る
権
威
の
視
覚
的
な
称
揚
、
ま
た
皐
太
子
の
顕
彰
に
あ
っ
た
。
特
に
後
者
は
、
暗
愚
な
評
判
と
そ
れ
に
伴
う
廃
位
問
題
を
牽
制
す
ベ
〈
行
わ
れ
る
。
権
威
創
出
は
秦
漢
帝
国
瓦
解
後
の
貌
晋
国
家
の
課
題
で
あ
り
、
曹
貌
滅
亡
後
の
西
晋
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。
附
畔
悲
碑
の
立
碑
は
、
後
漢
以
来
の
門
生
故
吏
関
係
を
反
映
し
つ
つ
、
一
方
で
は
曹
貌
以
来
の
立
碑
の
禁
の
な
か
、
西
晋
が
反
曹
貌
と
し
て
礼
教
を
重
視
9
す
る
方
針
を
と
っ
た
、
こ
れ
ら
の
重
な
り
合
う
点
に
起
こ
っ
た
も
の
巧
/
で
あ
っ
た
と
す
る
。
第
五
章
で
は
、
西
晋
期
に
勃
発
し
た
い
わ
ゆ
る
八
王
の
乱
が
、
な
ぜ
連
鎖
的
に
繰
り
返
し
起
こ
っ
た
の
か
、
観
音
国
家
体
制
の
成
立
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
貴
族
制
と
、
そ
の
自
壊
作
用
た
る
八
王
の
乱
と
の
関
係
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
ま
ず
抗
争
の
一
つ
で
あ
る
三
玉
起
義
を
検
討
し
、
「
公
」
対
「
私
」
と
い
う
対
立
構
造
を
看
取
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
同
型
の
抗
争
の
連
環
が
輿
論
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
つ
い
で
郷
里
社
会
や
自
覚
的
士
大
夫
の
輿
論
の
動
向
を
分
析
し
、
私
権
化
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
抗
争
の
因
果
的
連
環
を
繋
ぐ
論
理
に
転
化
し
た
こ
と
、
ま
た
輿
論
を
無
視
す
れ
ば
国
家
が
滅
亡
す
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
出
す
。
最
後
に
、
外
戚
・
宗
室
の
私
党
が
権
力
を
志
向
す
る
背
景
に
踏
み
込
み
、
寒
門
寒
人
層
が
貴
族
階
層
固
定
化
の
中
で
疎
外
さ
れ
、
自
己
の
上
昇
志
向
を
実
現
す
る
た
め
の
突
破
口
と
し
て
宗
室
諸
王
と
結
合
し
、
公
権
回
復
と
い
う
大
義
名
分
を
掲
げ
た
起
義
に
よ
っ
て
出
世
の
契
機
や
功
績
を
挙
げ
る
機
会
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
か
く
て
八
王
の
乱
の
本
質
は
輿
論
の
歴
史
的
展
開
の
結
果
で
あ
り
、
貴
族
制
が
内
包
し
て
い
た
理
念
と
矛
盾
の
表
れ
で
あ
る
と
締
め
く
く
る
。
第
六
章
で
は
第
五
章
で
残
し
た
課
題
、
す
な
わ
ち
な
ぜ
西
晋
の
宗
室
諸
王
が
八
王
の
乱
の
主
役
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
、
宗
室
の
入
輔
・
出
鎮
と
い
う
形
式
に
注
目
し
、
検
討
を
加
え
る
。
書
評
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ま
ず
、
八
王
の
ひ
と
り
成
都
王
穎
の
略
歴
を
ま
と
め
、
官
職
を
中
心
に
考
察
し
、
宗
室
諸
王
が
地
方
出
鎮
・
中
央
就
官
い
ず
れ
の
場
合
も
軍
事
力
を
掌
握
し
て
い
る
こ
と
、
宗
室
諸
王
へ
の
優
遇
策
は
禁
草
が
支
え
る
国
家
体
制
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
果
た
し
て
い
る
秩
序
の
維
持
と
い
う
公
的
な
役
割
を
担
う
が
た
め
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
に
陸
機
・
陸
雲
詠
殺
事
件
を
例
に
軍
府
の
府
主
と
僚
属
と
の
関
係
を
考
察
し
、
実
質
的
に
は
府
主
の
任
命
に
よ
る
一
種
の
君
臣
関
係
H
私
的
関
係
を
結
び
つ
つ
も
、
僚
腐
は
輿
論
の
支
持
を
え
て
府
主
か
ら
自
立
し
て
い
る
と
す
る
。
最
後
に
、
宗
室
諸
王
が
挙
兵
に
最
終
的
に
踏
み
切
っ
た
根
拠
を
分
析
し
、
八
王
の
乱
前
半
は
、
皇
帝
が
体
現
す
る
国
家
の
意
思
に
基
づ
い
て
挙
兵
し
、
八
王
の
乱
後
半
は
、
地
方
か
ら
挙
兵
し
て
直
接
的
に
は
皐
帝
を
担
ぎ
出
せ
な
い
た
め
、
皇
帝
と
の
血
縁
と
土
大
夫
に
代
表
さ
れ
る
輿
論
の
支
持
に
依
拠
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
貌
皿
自
国
家
体
制
は
図
式
的
に
は
寧
隊
と
輿
論
の
結
合
で
あ
り
、
両
者
を
結
ぶ
接
点
に
皇
帝
が
存
在
し
、
そ
の
権
威
は
両
者
に
支
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
生
じ
て
い
る
と
結
ぶ
。
以
上
が
「
第
一
部
政
治
史
筒
」
全
六
章
の
概
要
で
あ
る
。
続
い
て
は
、
「
第
二
部
社
会
史
篇
」
の
要
約
に
移
る
。
第
七
章
は
、
第
五
・
六
章
で
も
扱
っ
た
八
王
の
乱
の
初
期
に
買
論
が
抹
殺
さ
れ
た
際
、
な
ぜ
私
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
二
十
四
友
(
頁
誼
の
文
学
集
団
)
が
罪
に
問
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
頁
諭
・
二
十
四
友
の
結
び
つ
き
の
性
格
や
「
二
十
四
友
」
批
判
上
奏
の
処
分
案
を
考
察
す
る
。
ま
ず
史
書
の
情
報
を
整
理
し
、
史
書
が
権
貴
頁
謎
と
二
十
四
友
と
の
結
び
つ
き
(
朋
党
ぶ
り
)
を
否
定
的
に
評
価
し
て
い
た
と
す
る
。
つ
い
で
越
王
倫
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
そ
の
後
の
動
向
を
ま
と
め
つ
つ
連
坐
の
処
分
を
分
類
し
、
賀
誼
の
私
党
で
あ
る
こ
と
自
体
が
詠
殺
の
理
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
買
説
に
「
詔
事
」
し
た
二
十
四
友
が
私
党
と
は
異
な
る
集
団
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
二
十
四
友
を
批
判
し
た
間
績
の
議
論
を
分
析
し
、
二
十
四
友
ら
が
互
い
に
推
薦
し
あ
い
全
体
と
し
て
「
声
勢
」
を
形
成
し
た
点
が
批
判
の
焦
点
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
輿
論
と
閣
績
の
両
者
と
も
二
十
四
友
ら
の
処
分
を
当
然
視
し
つ
つ
、
処
分
内
容
が
軽
い
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
賀
誰
・
二
十
四
友
と
も
に
社
会
的
身
分
H
「
士
」
、
政
治
的
身
分
H
「
官
」
で
あ
り
、
か
つ
両
者
の
関
係
が
「
友
」
と
い
、
っ
対
等
関
係
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
二
十
四
友
は
非
常
に
軽
い
処
分
で
済
ん
だ
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
郷
里
(
第
一
次
郷
論
)
・
郡
(
第
二
次
郷
論
)
か
ら
、
洛
陽
の
第
三
次
郷
論
が
議
離
し
、
権
貴
と
そ
の
追
従
人
士
(
「
二
十
四
友
」
)
と
が
清
談
・
者
修
、
場
合
に
よ
っ
て
は
賄
賂
に
よ
っ
て
、
洛
陽
で
名
声
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
〈
選
挙
の
掴
濁
〉
を
指
摘
す
る
。
こ
の
郷
論
と
の
霜
離
・
選
挙
の
潤
濁
は
以
後
の
各
章
に
通
底
す
る
問
題
意
識
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
第
一
部
政
治
史
篇
」
同
様
に
、
社
会
史
篇
の
冒
頭
に
位
置
す
る
論
文
中
に
、
社
会
史
篇
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
事
前
に
提
示
さ
れ
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
八
章
で
は
、
『
世
説
新
語
』
倹
晶
画
汰
修
両
篇
に
み
え
る
貌
晋
特
有
の
風
潮
か
ら
社
会
を
読
み
解
く
。
こ
の
論
考
は
、
『
世
説
新
語
』
汰
修
皆
川
に
、
豪
爽
篇
に
編
入
さ
れ
、
つ
る
豪
気
の
逸
話
が
若
干
み
ら
れ
る
点
に
疑
問
の
糸
口
が
あ
る
。
ま
ず
は
『
世
説
新
語
』
倹
忠
商
篇
の
全
訳
を
提
示
し
、
過
度
の
蓄
財
と
家
財
の
退
蔵
(
狭
義
の
苔
音
)
の
一
一
点
に
登
場
人
物
の
行
為
を
分
類
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
行
為
が
前
者
か
ら
後
者
へ
と
移
行
し
、
「
公
」
た
る
べ
き
貴
族
の
あ
り
か
た
に
反
す
る
「
私
」
の
行
為
で
あ
る
た
め
批
判
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
次
に
汰
修
篇
の
検
討
に
移
り
、
波
紋
に
よ
る
過
度
の
蓄
財
を
も
と
に
容
修
に
ふ
け
り
、
賑
他
で
は
な
く
浪
費
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
公
」
で
は
な
く
「
私
」
の
行
為
と
し
て
輿
論
の
指
弾
を
受
け
た
と
い
う
。
最
後
に
、
『
世
説
新
語
』
以
外
の
史
料
で
も
右
に
述
べ
た
傾
向
が
あ
て
は
ま
る
こ
と
を
例
示
す
る
。
そ
の
上
で
、
西
晋
に
容
修
・
寄
脅
の
風
潮
が
貴
族
階
層
全
体
に
溺
没
し
た
背
景
を
探
り
、
西
普
朝
廷
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
権
力
闘
争
と
の
関
連
を
見
出
す
。
ま
た
、
者
修
・
客
沓
に
ふ
け
っ
た
人
士
は
郷
里
か
ら
の
話
離
・
朝
廷
か
ら
の
政
治
的
疎
外
と
い
う
状
況
下
で
自
立
・
安
定
し
た
基
盤
を
望
み
、
緊
紋
・
者
修
苔
音
と
い
う
屈
折
し
た
形
で
そ
の
願
望
を
表
出
し
た
と
す
る
。
汰
修
篇
の
共
通
主
題
で
も
あ
っ
た
「
賛
沢
競
争
」
が
豪
気
を
さ
そ
う
点
に
、
著
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書
評
者
は
西
晋
貴
族
社
会
の
若
さ
、
未
成
熟
の
あ
ら
わ
れ
を
看
取
す
る
。
第
九
章
で
は
、
西
晋
の
警
世
書
の
一
つ
『
銭
神
論
』
に
つ
き
、
筆
者
、
先
行
作
品
と
の
関
係
、
内
容
を
検
討
す
る
。
ま
ず
筆
者
の
魯
褒
は
寒
人
層
・
隠
逸
と
貴
族
社
会
と
の
境
界
に
立
つ
ス
タ
ン
ス
と
み
ら
れ
、
そ
れ
が
『
銭
神
論
』
を
著
わ
す
基
本
的
視
座
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
次
に
魯
褒
『
銭
神
論
』
の
原
文
・
邦
訳
を
示
し
、
続
い
て
魯
褒
以
外
の
「
銭
神
論
』
を
も
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
魯
褒
伝
所
収
『
銭
神
論
』
が
、
先
行
す
る
曹
貌
末
1
商
晋
初
の
成
公
綬
『
銭
神
論
』
と
重
複
す
る
点
か
ら
、
魯
褒
が
成
公
綴
を
下
敷
き
に
ふ
く
ら
ま
し
た
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
成
公
緩
の
没
年
(
泰
始
九
年
)
か
ら
す
で
に
拝
金
主
義
の
風
潮
が
あ
る
以
上
、
単
純
に
武
帝
天
下
統
一
後
の
政
治
の
弛
緩
や
経
済
の
好
況
と
い
う
要
素
の
み
に
帰
せ
ら
れ
な
く
な
る
と
す
る
。
か
く
て
魯
褒
の
『
銭
神
論
』
分
析
に
進
む
。
魯
褒
『
銭
神
論
」
は
漠
代
に
流
行
し
た
出
処
論
「
七
」
「
設
論
」
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
当
た
る
こ
と
を
指
摘
し
、
修
辞
上
の
特
徴
を
順
次
確
認
す
る
。
つ
い
で
前
章
の
考
察
と
対
比
し
、
『
世
説
新
語
』
は
貴
族
上
層
の
風
潮
を
、
『
銭
神
論
』
は
下
層
の
風
潮
を
対
象
と
し
て
い
る
と
の
相
違
点
を
示
す
。
ま
た
、
『
銭
神
論
』
は
九
品
中
正
制
度
批
判
の
上
奏
と
表
裏
一
体
で
、
第
一
義
的
に
は
拝
金
主
義
を
批
判
し
つ
つ
、
清
談
へ
の
固
執
も
榔
撤
の
形
で
批
判
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
上
記
批
判
は
選
挙
の
実
態
と
対
応
し
て
お
り
、
濁
流
・
清
流
に
対
す
82 
る
逸
民
的
人
士
の
視
座
を
継
承
し
た
も
の
と
推
察
す
る
。
第
十
章
は
『
釈
時
論
』
の
筆
者
・
構
成
と
内
容
、
出
処
論
の
側
面
と
時
世
論
の
側
面
と
を
検
討
す
る
。
ま
ず
著
者
王
沈
が
寒
門
出
身
(
山
陽
王
氏
の
傍
系
・
疏
族
の
可
能
性
も
あ
る
)
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
に
「
釈
時
論
』
の
全
訳
を
載
せ
、
構
成
と
内
容
を
検
討
し
、
出
処
論
の
な
か
に
時
世
論
が
入
れ
込
む
構
造
を
看
取
す
る
。
次
に
中
国
文
学
史
上
の
位
置
づ
け
を
先
行
研
究
に
拠
り
つ
つ
検
討
し
、
特
に
後
漢
末
の
察
邑
『
釈
議
』
の
強
い
影
響
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
出
処
・
清
濁
を
判
断
基
準
と
し
て
『
釈
詩
』
『
銭
神
論
』
『
釈
時
論
」
各
論
の
登
場
人
物
・
著
者
の
立
場
を
図
式
化
し
、
「
釈
時
論
』
に
は
「
寒
素
」
た
る
主
沈
の
出
世
で
き
な
い
不
本
意
さ
が
反
映
し
て
い
る
と
推
察
す
る
。
か
く
て
『
釈
時
論
』
の
時
世
論
の
分
析
に
進
む
。
時
世
論
は
、
成
り
上
が
り
の
(
せ
い
ぜ
い
=
一
代
続
い
た
)
権
門
・
権
貴
に
よ
る
「
門
閥
主
義
」
風
廃
・
「
虚
誉
」
の
列
挙
・
猟
官
運
動
を
描
写
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
権
勢
に
追
従
す
る
人
士
と
「
虚
誉
」
と
の
結
合
が
指
弾
の
焦
点
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
西
晋
の
元
康
年
聞
を
中
心
と
す
る
貌
晋
時
代
の
選
挙
の
潤
濁
に
つ
い
て
そ
の
実
態
を
考
察
す
る
。
権
勢
・
権
貴
は
子
弟
の
追
従
者
に
虚
誉
を
与
え
、
追
従
者
は
引
き
替
え
に
賄
賂
を
贈
る
「
互
市
」
が
行
わ
れ
、
こ
の
集
団
が
名
声
名
誉
を
独
占
す
る
一
方
で
「
寒
素
」
は
疎
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
九
品
中
正
制
度
下
の
人
物
評
価
の
怒
意
性
や
郷
里
と
の
断
絶
も
あ
い
ま
っ
て
、
「
名
」
「
実
」
話
離
の
「
虚
誉
」
が
出
現
し
た
、
と
結
論
づ
け
る
。
本
章
で
は
最
後
に
、
か
か
る
選
挙
の
潤
濁
と
い
う
政
治
課
題
が
東
晋
南
朝
で
は
門
閥
化
の
方
向
に
進
み
、
そ
の
行
き
詰
ま
り
を
、
つ
け
て
賢
才
主
義
が
主
に
北
朝
で
展
開
、
科
挙
創
設
と
し
て
結
実
し
、
近
世
社
会
の
幕
開
け
へ
進
む
と
い
う
展
望
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
第
九
章
・
第
十
章
は
魯
褒
『
銭
神
論
』
が
拝
金
主
義
「
司
空
公
子
」
の
み
な
ら
ず
学
問
・
清
談
の
「
恭
母
先
生
」
を
も
批
判
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
疑
問
を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
十
一
章
は
、
西
晋
の
墓
誌
が
地
域
的
に
偏
在
し
て
い
た
り
女
性
の
纂
誌
が
多
か
っ
た
り
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
関
心
を
端
緒
と
し
て
、
西
晋
に
小
型
の
碑
形
の
墓
誌
が
出
現
し
た
積
極
的
要
因
、
歴
史
上
の
役
割
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
考
察
の
前
提
と
し
て
、
墓
誌
の
起
源
に
関
す
る
先
行
研
究
の
見
解
を
、
[
A
]
お
も
に
後
漢
時
代
か
ら
登
場
す
る
墳
墓
の
墓
室
内
に
刻
ま
れ
て
い
た
被
葬
者
記
録
[
B
]
後
漢
時
代
に
流
行
し
た
墓
碑
・
墓
閥
に
代
わ
っ
て
西
普
に
あ
ら
わ
れ
る
墓
室
内
の
小
型
砕
形
の
墓
誌
、
の
二
者
に
大
別
し
、
特
に
[
B
]
に
注
目
す
る
。
ま
ず
は
三
固
か
ら
西
晋
の
[
A
]
〔
B
]
両
系
列
の
墓
誌
を
整
理
し
、
形
状
の
特
徴
を
提
示
す
る
。
そ
の
上
で
刻
文
の
書
式
・
字
数
書
体
の
特
徴
を
検
討
し
、
西
晋
の
慕
誌
が
後
漢
の
墓
碑
か
ら
北
貌
の
墓
誌
銘
へ
の
橋
渡
し
で
あ
り
、
過
渡
的
存
在
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と
し
て
定
型
化
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
次
に
[B]
の
時
期
的
地
域
的
偏
り
に
つ
い
て
、
左
菜
墓
誌
を
一
つ
の
手
掛
か
り
と
し
、
先
人
の
「
旧
墓
」
か
ら
離
れ
た
地
に
広
義
の
「
仮
葬
」
が
行
わ
れ
た
場
合
、
墓
誌
が
制
作
さ
れ
る
と
論
じ
る
。
ま
た
、
本
来
祭
把
を
執
行
す
べ
き
嫡
子
が
い
な
い
か
ら
こ
そ
墓
誌
を
制
作
し
、
読
み
手
目
死
者
、
作
り
手
H
家
族
問
の
き
ず
な
を
確
認
し
た
と
述
べ
る
。
最
後
に
、
郷
里
・
宗
族
か
ら
分
離
・
疎
外
さ
れ
る
状
況
下
で
家
族
内
で
の
死
者
に
対
す
る
思
い
が
結
晶
し
た
も
の
こ
そ
中
国
墓
誌
の
本
質
で
あ
る
と
仮
定
し
、
中
国
墓
誌
の
起
源
は
西
晋
墓
誌
に
あ
る
と
推
断
す
る
。
ま
た
、
墓
誌
が
出
現
す
る
背
景
を
二
点
挙
げ
る
。
一
つ
は
、
外
面
的
目
物
質
的
か
ら
内
面
的
・
精
神
的
へ
と
墓
葬
が
変
質
す
る
と
い
う
文
脈
の
中
で
起
き
た
立
碑
の
禁
で
あ
る
と
い
、
っ
。
も
う
一
つ
内
発
的
な
点
と
し
て
は
、
仏
教
・
道
教
の
熱
狂
的
信
仰
や
、
自
主
的
人
格
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
芸
術
が
生
み
出
さ
れ
た
、
同
時
代
の
精
神
状
況
、
六
朝
の
人
々
と
り
わ
け
貴
族
の
文
化
所
産
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
以
上
が
「
第
三
部
社
会
史
篇
」
の
概
要
で
あ
る
。
か
く
て
本
論
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
最
後
の
「
結
語
」
で
は
、
貌
晋
時
代
の
国
家
・
社
会
は
古
代
の
残
津
と
中
世
の
萌
芽
が
入
り
混
じ
っ
た
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
時
代
状
況
を
約
言
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
論
各
章
の
成
果
を
随
所
に
ち
り
ば
め
な
が
ら
、
貌
晋
時
代
が
克
服
し
き
れ
ず
に
い
た
政
治
的
社
会
的
諸
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
叙
述
す
る
。
そ
し
書
評
て
、
公
権
と
し
て
の
国
家
の
再
建
を
、
曹
貌
は
権
威
、
西
晋
は
輿
論
に
基
づ
こ
う
と
し
た
が
、
西
晋
は
私
権
化
し
て
滅
亡
し
た
と
述
べ
、
古
代
社
会
か
ら
中
世
社
会
へ
、
古
代
国
家
か
ら
中
世
国
家
へ
の
移
行
の
な
か
で
、
中
世
社
会
と
古
代
国
家
と
の
ズ
レ
リ
「
過
渡
期
」
に
あ
っ
た
の
が
貌
晋
王
朝
の
崩
壊
を
導
い
た
が
、
貌
晋
で
培
わ
れ
た
諸
制
度
は
北
朝
階
唐
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
、
全
体
を
結
ぶ
。
こ
こ
ま
で
、
本
書
の
要
約
を
記
し
て
き
た
。
前
述
の
通
り
、
本
書
は
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
論
考
を
厳
選
し
、
一
定
の
方
向
性
に
基
づ
い
て
配
置
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
著
者
自
身
は
政
治
史
篤
と
社
会
史
篇
と
を
排
別
す
る
基
準
を
明
言
し
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
評
者
な
り
に
整
理
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
政
治
史
篇
で
は
、
漢
王
朝
に
代
わ
る
公
権
力
の
創
出
を
貌
耳
目
国
家
が
企
図
し
試
行
錯
誤
す
る
さ
ま
を
、
各
種
政
策
や
重
要
な
政
治
的
事
件
か
ら
読
み
解
い
て
い
る
。
社
会
史
篇
で
は
、
貌
晋
と
り
わ
け
西
普
の
様
々
な
社
会
的
風
潮
(
選
挙
の
梱
濁
や
墓
誌
の
発
生
)
を
、
郷
論
・
郷
里
と
の
誰
離
に
注
目
し
て
論
じ
て
い
る
。
総
じ
て
み
れ
ば
、
従
来
は
貌
普
政
治
史
・
社
会
史
の
文
脈
で
取
り
上
げ
る
こ
と
が
稀
少
だ
っ
た
事
象
を
、
著
者
は
少
な
か
ら
ず
発
掘
し
、
位
置
づ
け
を
与
え
た
。
爾
後
の
研
究
に
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
ボ
l
ド
を
用
意
し
た
意
義
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
続
い
て
、
著
者
の
問
題
関
心
と
研
究
手
法
に
注
目
し
て
、
本
書
の
特
徴
を
明
瞭
に
し
た
い
。
84 
著
者
の
問
題
関
心
と
研
究
手
法
本
書
は
政
治
史
篇
社
会
史
篇
の
二
部
構
成
で
あ
り
、
各
篇
内
で
は
著
者
の
既
発
表
論
文
を
内
容
に
即
し
て
配
列
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
論
文
の
公
表
順
は
章
立
て
の
順
と
は
異
な
る
。
論
文
の
初
出
順
に
並
び
替
え
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
五
章
(
一
九
八
二
)
、
第
六
章
(
一
九
八
五
)
、
第
一
章
(
一
九
人
七
+
一
九
九
七
)
、
第
八
章
(
一
九
九
二
、
第
九
章
(
一
九
九
二
+
二
O
O
一
)
、
第
十
一
章
(
一
九
九
三
)
、
第
三
章
(
一
九
九
七
・
一
九
九
八
)
、
第
四
章
二
九
九
八
+
二
O
O九)、
第
二
章
(
二
0
0
0
)
、
第
十
章
(
二
O
O人
)
、
第
七
章
(
二
O
O九
)
著
者
の
前
著
『
西
耳
目
の
武
帝
司
馬
炎
』
が
上
梓
さ
れ
た
の
は
一
九
九
五
年
で
あ
り
、
本
書
所
収
論
文
の
公
表
時
期
を
考
え
る
と
、
ほ
ほ
中
間
に
あ
た
る
。
単
純
に
分
類
す
る
な
ら
、
本
書
の
約
半
分
の
成
果
は
何
ら
か
の
形
で
前
著
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
論
文
公
表
前
に
、
前
著
で
先
取
り
し
て
注
目
し
て
い
る
事
象
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
著
者
自
身
が
「
あ
と
が
き
」
で
述
懐
し
て
い
る
(
四
四
九
1
四
五
O
頁
)
よ
う
に
、
『
釈
時
論
』
〔
本
書
第
十
章
〕
の
内
容
は
、
前
著
に
項
目
を
立
て
て
説
明
し
て
い
る
。
加
え
て
、
普
貌
明
帝
の
土
木
事
業
〔
第
二
章
〕
や
西
普
の
買
謡
の
ご
十
四
友
〔
第
七
章
〕
に
つ
い
て
も
簡
潔
な
が
ら
論
及
が
あ
る
o
ま
た
、
貌
晋
の
肉
刑
議
論
〔
第
一
章
・
初
出
一
九
九
七
論
文
の
内
容
〕
に
つ
き
、
前
著
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
で
権
威
|
輿
論
の
図
式
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
こ
で
は
後
漢
滅
亡
の
要
因
を
貌
晋
国
家
も
克
服
し
き
れ
な
か
っ
た
公
一
一
二
一
一
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
認
識
は
本
書
の
結
語
に
も
繰
り
返
し
み
ら
れ
る
。
か
く
て
、
本
書
を
構
成
す
る
問
題
群
は
、
前
著
執
筆
の
時
点
で
す
で
に
考
察
の
射
程
内
に
ほ
ぼ
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
因
子
学
〔
第
三
章
〕
・
僻
薙
碑
〔
第
四
章
〕
の
考
察
を
除
い
て
は
、
前
著
を
補
助
線
と
し
て
事
前
に
読
む
こ
と
で
、
著
者
の
基
本
的
理
解
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
よ
、っ。
こ
こ
で
本
書
の
論
説
、
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
す
る
著
者
の
論
考
を
時
系
列
順
に
並
べ
て
み
る
と
、
問
題
関
心
に
あ
る
一
定
の
推
移
を
看
取
で
き
る
。
著
者
の
最
初
期
の
論
考
〔
第
五
章
・
第
六
章
〕
で
は
、
輿
論
が
貴
族
階
層
を
、
階
層
の
固
定
化
傾
向
が
寒
門
寒
人
層
を
、
彼
ら
の
上
昇
志
向
が
私
権
化
傾
向
お
よ
び
輿
論
と
の
果
て
し
な
い
対
抗
を
、
連
鎖
的
に
生
起
す
る
と
の
認
識
が
提
示
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
輿
論
の
歴
史
的
展
開
が
王
朝
の
自
壊
を
促
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
〈
輿
論
の
自
壊
作
用
〉
と
い
う
テ
l
マ
に
続
き
、
郷
里
・
郷
論
か
ら
の
話
離
が
も
た
ら
し
た
社
会
的
影
響
と
い
う
、
社
会
史
篇
の
主
旋
律
と
な
る
題
材
が
取
り
扱
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
墓
誌
に
関
し
て
は
、
第
十
一
章
の
初
出
論
文
に
先
行
し
て
一
九
九
O
年
の
「
中
園
、
西
晋
王
朝
に
お
け
る
女
性
の
墓
誌
(
特
集
地
中
海
文
化
の
新
展
開
に
関
す
る
研
究
)
」
(
宮
5
2
0奇
E
』
一
一
、
京
都
外
国
語
大
学
地
中
海
文
化
研
究
会
編
)
で
す
で
に
エ
ッ
セ
ン
ス
が
披
涯
さ
れ
る
。
一
九
九
五
年
に
前
著
が
公
刊
さ
れ
る
と
、
そ
こ
で
政
治
史
篇
の
主
題
と
も
な
る
公
権
力
一
威
信
(
皇
帝
)
|
|
t
輿
論
(
貴
族
)
一
の
図
式
が
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
で
提
示
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
前
著
直
後
数
年
の
聞
に
公
表
さ
れ
た
諸
論
考
〔
第
一
章
・
第
二
章
・
第
三
章
目
第
四
章
〕
で
具
体
的
に
検
証
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
は
各
種
の
史
料
整
理
(
銭
神
論
・
釈
時
論
、
九
品
中
正
、
二
十
四
友
)
や
墓
誌
な
ど
の
基
礎
的
研
究
が
続
き
、
二
O
O八
年
の
『
釈
時
論
』
研
究
〔
第
十
章
〕
で
再
び
初
期
の
テ
l
マ
〈
輿
論
の
自
壊
作
用
〉
と
そ
の
現
象
と
し
て
の
〈
選
挙
の
潤
濁
〉
に
回
帰
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
郷
里
か
ら
の
話
離
」
「
人
物
評
価
」
に
根
差
し
た
「
虚
誉
」
が
問
題
の
根
幹
に
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
人
物
評
価
に
基
づ
く
政
治
の
発
展
に
伴
う
自
壊
作
用
を
解
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
理
解
が
翌
二
O
O九
年
の
二
十
四
友
に
関
す
る
論
考
〔
第
七
章
〕
で
改
め
て
強
調
さ
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
該
論
考
の
基
本
的
構
想
は
す
で
に
一
九
九
O
年
の
学
会
で
報
告
し
た
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
か
か
る
研
究
の
経
緯
か
ら
い
え
ば
、
第
七
章
に
社
会
史
篇
の
テ
1
7
が
提
示
さ
れ
る
の
は
、
必
然
で
す
ら
あ
る
。
さ
ら
に
著
者
自
身
が
述
べ
る
5
ょ
う
に
、
ニ
O
O
八
年
の
研
究
〔
第
十
章
〕
で
は
、
後
漢
末
の
濁
流
8
書
評
勢
力
と
清
流
勢
力
と
逸
民
的
人
士
の
図
式
を
西
耳
目
に
も
看
取
す
る
。
か
く
て
、
本
書
「
あ
と
が
き
」
で
も
述
懐
さ
れ
る
よ
う
に
、
著
者
は
「
川
勝
義
雄
氏
の
貴
族
制
論
が
基
本
的
に
正
し
い
と
思
う
」
と
い
う
、
川
勝
氏
の
貴
族
制
社
会
論
の
再
確
認
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
、
本
書
に
は
直
接
お
さ
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ニ
O
一
一
年
の
「
日
本
に
お
け
る
六
朝
貴
族
制
論
の
展
開
に
つ
い
て
」
(
『
京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢
』
七
七
)
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
研
究
の
推
移
か
ら
わ
か
る
の
は
、
最
初
期
の
「
八
王
の
乱
」
関
連
の
論
考
に
、
政
治
史
篇
・
社
会
史
篇
の
テ
l
マ
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
八
王
の
乱
」
関
連
の
論
考
を
政
治
史
篇
か
ら
社
会
史
篇
へ
と
続
く
中
間
の
第
五
章
・
第
六
章
に
置
く
こ
と
で
、
著
者
の
貌
晋
政
治
史
社
会
史
に
関
す
る
基
本
理
解
を
、
政
治
史
篇
・
社
会
史
篇
の
重
要
な
環
節
と
し
て
い
る
、
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
、
初
期
に
発
見
し
た
問
題
を
長
期
に
わ
た
り
掘
り
下
げ
る
長
期
熟
成
型
の
研
究
ス
タ
イ
ル
は
、
著
者
の
公
表
し
た
論
考
の
種
類
か
ら
も
読
み
と
れ
る
。
著
者
の
既
出
論
考
を
み
る
と
、
史
料
整
理
や
訳
注
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
ず
は
史
料
の
丹
念
な
読
解
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
考
察
を
進
め
て
い
く
と
い
う
姿
勢
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
第
九
章
・
第
十
章
の
考
察
で
は
、
中
国
文
学
の
研
究
成
果
も
食
欲
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
著
者
の
収
集
整
理
能
力
に
は
感
嘆
を
禁
じ
得
な
い
。
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評
者
が
著
者
の
収
集
整
理
能
力
に
着
目
す
る
の
は
、
本
書
未
収
録
の
諸
論
考
に
も
通
底
し
て
い
る
と
見
な
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
豆
腐
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
」
(
『
n
g
g
B』
四
O
、
京
都
外
国
語
大
学
編
、
二
O
一
O
)
で
は
、
中
国
の
歴
史
文
献
や
研
究
書
か
ら
、
一
般
向
け
の
書
物
、
は
て
は
学
習
ま
ん
が
や
雑
誌
の
別
冊
特
集
に
至
る
ま
で
、
多
種
多
様
な
資
料
を
収
集
・
整
理
・
説
明
し
て
い
る
。
縦
横
無
尽
の
博
捜
ぶ
り
は
、
第
四
章
や
第
十
一
章
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。
右
の
論
考
は
「
京
都
外
国
語
大
学
の
二
O
O九
年
度
秋
学
期
「
世
界
史
に
学
ぶ
」
の
講
義
録
に
も
と
づ
い
て
い
る
」
(
一
六
人
頁
)
と
い
い
、
該
博
な
知
識
を
平
易
な
言
葉
で
表
現
す
る
。
大
学
教
育
の
場
と
歴
史
研
究
の
場
と
、
相
互
補
完
し
て
研
究
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
好
例
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
は
、
「
あ
と
が
き
」
で
「
学
生
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
質
問
」
(
四
五
二
頁
)
か
ら
学
ば
さ
れ
た
と
い
う
主
旨
の
述
懐
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
の
述
懐
も
、
も
と
を
辿
る
と
「
吃
音
の
話
i
l
l
-
ニ
園
、
局
漢
を
滅
ぼ
し
た
都
文
の
逸
話
」
(
『
環
日
本
研
究
』
一
O
、二
0
0
=
一
)
に
確
認
で
き
る
(
九
頁
)
。
著
者
の
真
率
な
る
研
究
態
度
の
表
明
は
、
要
約
で
既
述
し
た
通
り
「
序
論
」
の
内
容
に
も
表
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
序
論
」
と
対
応
す
る
の
は
「
結
語
」
よ
り
は
む
し
ろ
「
あ
と
が
き
」
で
あ
る
。
読
者
に
お
か
れ
て
は
、
「
序
論
」
「
あ
と
が
き
」
の
背
景
に
、
本
書
未
収
録
の
諸
論
考
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
読
み
進
め
ら
れ
た
い
。
読
後
の
疑
問
本
評
の
最
後
に
、
書
評
の
責
め
を
塞
ぐ
ベ
く
、
本
書
を
読
ん
で
感
じ
た
疑
問
を
い
く
つ
か
述
べ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
政
治
史
篇
に
通
底
す
る
疑
問
を
挙
げ
る
。
著
者
は
「
結
語
」
に
お
い
て
、
政
治
史
篇
の
総
括
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
貌
耳
目
の
人
々
が
漢
代
ま
で
の
「
古
代
国
家
」
が
有
す
る
公
権
力
に
代
わ
る
も
の
を
準
備
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
、
と
の
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
は
古
代
田
家
(
秦
漢
帝
国
、
よ
り
狭
義
に
は
後
漢
政
権
)
の
公
権
力
を
定
義
し
て
い
な
い
。
語
弊
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
国
家
の
〈
古
代
性
〉
と
〈
中
世
性
〉
と
を
質
的
に
区
分
す
る
要
素
が
何
で
あ
る
か
、
不
明
確
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
で
、
数
晋
の
人
々
が
何
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
読
者
が
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
に
、
社
会
史
篇
の
「
郷
里
・
郷
論
か
ら
の
括
雌
」
と
い
う
テ
!
?
に
つ
い
て
二
点
挙
げ
る
。
一
点
目
は
、
選
挙
の
潤
濁
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る
。
著
者
は
主
に
「
第
三
次
郷
論
」
(
園
都
洛
陽
)
で
の
潤
濁
を
分
析
す
る
が
、
郷
里
か
ら
上
層
輿
論
(
郡
レ
ベ
ル
)
に
あ
が
る
際
の
「
潤
濁
」
に
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
。
僻
召
も
輿
論
と
結
び
つ
く
経
路
で
あ
る
な
ら
、
「
潤
濁
」
は
貌
晋
期
の
僻
召
に
も
み
ら
れ
る
の
か
。
あ
る
い
は
他
の
任
官
経
路
に
お
い
て
「
掴
濁
」
が
指
弾
さ
れ
る
事
例
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
地
方
に
出
鎮
し
て
い
る
宗
室
は
、
著
者
の
見
解
を
敷
街
す
れ
ば
、
第
二
次
郷
論
(
郡
レ
ベ
ル
)
を
吸
い
上
げ
擬
似
的
な
第
三
次
郷
論
を
生
む
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
〈
輿
論
の
自
壊
〉
が
貌
晋
社
会
の
内
包
す
る
宿
病
だ
と
し
た
ら
、
任
官
制
度
一
般
に
お
い
て
も
通
底
し
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
な
お
分
析
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
一
一
点
目
は
、
墓
誌
の
作
成
に
つ
い
て
で
あ
る
。
郷
里
か
ら
諦
離
し
現
住
地
で
仮
葬
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
墓
誌
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
説
は
説
得
的
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
三
国
時
代
の
局
・
呉
に
お
い
て
も
同
様
の
契
機
で
墓
誌
が
作
成
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
著
者
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
っ
て
い
る
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
、
細
か
い
疑
問
点
を
記
し
て
い
く
。
各
章
聞
の
整
合
性
に
つ
い
て
。
第
二
章
で
、
肉
刑
議
論
と
宮
殿
造
営
へ
の
諌
言
と
が
共
通
の
構
造
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
た
。
た
だ
、
同
じ
曹
貌
明
帝
期
で
も
、
肉
刑
が
強
行
不
可
能
で
宮
殿
造
営
が
強
行
可
能
だ
っ
た
事
情
は
い
か
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
第
)
章
と
の
整
合
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
説
明
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
史
料
の
訳
出
に
つ
い
て
。
第
三
章
で
、
著
者
は
「
宋
書
』
巻
十
四
・
礼
志
一
の
訳
誇
を
載
せ
る
。
そ
の
中
で
、
著
者
は
「
才
任
四
7
品
」
を
「
そ
の
才
は
四
品
(
郷
品
)
の
官
を
任
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」
自
書
評
と
訳
す
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
は
太
学
生
の
資
質
を
問
、
つ
文
脈
で
あ
た
る
か
ら
、
「
任
す
」
よ
り
は
「
才
四
品
に
任
ふ
」
(
才
能
が
〔
郷
品
〕
四
品
に
堪
え
る
)
と
解
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
史
料
批
判
に
つ
い
て
。
第
七
章
で
、
著
者
が
注
に
掲
げ
る
二
十
四
友
批
判
関
係
の
史
料
は
、
『
耳
目
書
』
と
『
太
平
御
覧
』
所
引
『
耳
目
中
興
書
』
に
大
別
で
き
る
。
二
十
四
友
批
判
の
焦
点
に
つ
い
て
、
著
者
は
『
晋
書
』
巻
六
十
・
張
輔
列
伝
の
「
共
相
引
重
」
に
依
拠
す
る
が
、
『
耳
目
中
興
書
』
は
「
共
相
朋
陀
」
で
あ
る
。
後
者
が
あ
く
ま
で
私
的
か
つ
密
接
な
関
係
を
問
題
視
す
る
の
に
対
し
、
前
者
は
相
互
推
薦
を
問
題
視
す
る
知
く
で
あ
る
。
表
現
の
差
異
は
特
に
問
題
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
史
料
編
集
者
の
バ
イ
ア
ス
を
見
て
取
る
べ
き
な
の
か
。
史
料
批
判
と
い
う
観
点
か
ら
、
若
干
気
が
か
り
で
は
あ
る
。
以
上
、
蕪
雑
な
疑
問
を
述
べ
て
き
た
。
評
者
の
無
理
解
・
誤
読
も
多
々
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ご
寛
恕
賜
り
た
い
。
本
書
は
貌
晋
の
ひ
と
び
と
が
克
服
し
き
れ
ず
に
い
た
政
治
的
社
会
的
諸
問
題
に
関
す
る
多
角
的
な
考
察
で
あ
る
。
本
一
許
が
、
本
書
を
よ
り
深
く
味
読
す
る
た
め
の
手
引
き
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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